
テレビスタンド
この度は、

YTFBC1800H1T 
木因且をお買い二げい丁こださ、

組立説明書

誡にありかとうこ＇さいごす。

※このテレピスタント岨立説咀言を十分にお読みいだだき、正し〈岨立ててこ使用〈たさい。

※岨立作業をする場所は、カーペットや毛布などを散いて床や製且に傷っltないように注意して

ください。

この組立説咀書を読んだ後は六切に保管いて〈ださい。

準侃

●絹汀て補助邪品の数を雁かめて〈ごさい。

●プラス（＋） ドライ／＼一存口意してください。

扉調整目て長ぎ 85mm以下のプラスドライハー存準憫してくだ古い。

※岨立て

●祖立てに、

※
※
 

裏面の岨立説切仄に従って正し〈祖立ててください。 企
A記号は江意（危険・警告を含む）を促す肉容がの

ることを告けるものです。

図の中に具体的な江意内容が描かれています。
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お使いいただくために

心注意
この表示を焦視して、誤った取扱いをすると、人が死

亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して

います。

この表示を無視して、誤った取汲いをすると、人が傷害を

負う可龍性が想定される内容、ぢよび物的損言のみの発生

が想定される内容を示してい言[。

絵表ホの例
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R記号は禁止の行為てあることを告げるものて＇

す。図の中や酒傍に貝体飢な禁土内容か描かれて

います。

..．．.．．： •i· •: • • i •・・・・・・＆注意： • • • i •・・・・：·．. ： ：. ！ • • • 
・ーぐらついに台の上や傾いに所など不安定な場

所に置かないて＂ください。落ちたり、倒れた
りして、 けかの原因となります。 0] 

完成図
●この了レピスタンドを移動、設置する際は、必ず地板

部を持って移動、設置してください。

●使月中に之ジのはるみによるカタッキが生した

場合はネジを締め直してください。

締め直してもカタッキが直らない場企は、使用

を中止してください。

●プフズマテレピ、及び液晶テレピを設置の際には、
メ—カー専用スタンドを取り付けのニテレピスタン
ドに設置してくにさい。
ごた、テレピとテレピスタンドとの問に、指をはさよ
ないよう気をつけてください。

●天災等の不可院力やお客様のお殿扱い二の不江

意、不当な修理・改遺による故障・破捐号は保

証致しかねます。

●このテレピスタンドの上に乗ったり、ぶら下
がったり、呻して酒んだりしないてください。
特にお子様には、こ＇注意ください。
倒れたり落ちたり壊れたりして入けがや死
Lの原因となることがありまり。

●このテレこスタンドの上にテレヒ以外の重い
窃を置かないてください。バランスがくずれて
倒れたり、落下して、けがの原囚となる恐れ
があリよす。

●ガラスに強い衝撃を与えないて＂ください。
ガラスは衝撃や傷に弱く、程度によっては突
然割れ、けかの原囚となる恐れがあります。

●テレピや設置された機器などを載廿たまま移
動すると、振動や衝堅て＂テレピや設置された
徳器か落ちたり、転倒したりしてけがの原囚
となる恐れかあります。
テレピや設置された機器などを降ろしてから
移動させてください。
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左側板
中央扉

その他の；王意

方扉 置き場所について
●直射日光が当たる場所や熱器且の近くに置かないてください、光や

熱の影害て＇変形、変色の原因となることがあります。

裏面もよくあ‘読人〈tこさい、祖ぷ立て方なとを記賊してら‘りまq。
※改良のため、仕様及び外観は予告なく笈更することかありますのて＇、こ了承ください。

お手入れについて
●テレピスタンドの汚れは、柔らかい乾いた布て＂軽くふき取ってくだ

さい。濡れた布てふくと、表面がはがれたり変色したりする原因と

なることがあります口



YTFBC1800H1T 
天板の裏面にシャフト7個を取り付けます。

！ 

•裏面もよ〈あ‘訃外〈ださい。

心三意
床や製品に傷を付けないようにするため、カーベットや毛布、
または、梱包材て使われていました発泡シ一卜尊を敷いて作業
を行ってくたさい。

4-1 裏板をセットします。

裏板
黒い百を内伺（飢面）にする

「上」捺臼部を
下（天板側）にする

91棚板をセットします。

2 l側板（左、右）、仕tJ]板（左、右、中央）に

付いているジョイント金具の方向を確諮しま
す。

二角部

6 |中央扉にドロップ丁番と丸パッドを取り付
けます。 ドロップ丁番ネジ2

3x8 1本
ドロッブ丁番ネジ1
3x16 2本

①側板、仕切板に棚板 1枚
につざ棚ロン4個を差
し込みます。
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ジョイント金具
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※ ジョイント金具の三角部が木口面にあいている、シャフト

差し込み用穴の方向に向いていること、よた、輿よて差し
込められていることを涯認してください。

※ 中央扉に取り付けたドロップ丁香の出っ張り部を地板
のドロップ丁番受け部に差し込みドロップ丁番ネジ3
~3x8 3本て固定します。

②棚板を挿入し、棚

ピン4ヵ所の上に

載せてください。

※ 棚板は2段階可食出来ます、搭載機器等により

最適位置をお選びください。

1 6個

天板に側板（左、右），仕七JJ板（左、右、
中央）を取り付けます。

左側板

中央仕切板

石仕切板

右側板
天板

化粧木口面を罰にする

※ 天板に付けたシャフトに飼板（左、右）、什切板（左、右、

中央）、を化粧六□面を前にして差し込み、ジョイント金貝

(7ヶ所）をしっかりと締め付けてください。

※ 裏板の黒い面を佐側にして、天板の溝に
差し込んてください。

4-2 地板を取り付けます。

※ 地板を固定後、クッシコン8枚を貼り付けてください。

クッション 8枚

5.5x50 

組立ネシ 7 」 』
地板

テレピ台を静かに反転して、裏板を固定しま
す。

丸木ネジ
3.1 X 1 6 
(7ヶ所）
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※ 裏板は左右方等に配置して固定して〈ださい。

丈パット＇
2但

中央扉

※ ドロップ丁香ネジ 1 6本、
ドロップ丁番ネジ2 3本は、
斜めにねじ込みます。

中央扉を地板に取り付けます。

ステーを取り付けます。

〇ステーのアーム先端をア一△取り付け座にはめ込む。

②ァームを持って 90言転させる

⑤ステ一本体を仕切板に付いているプレート
の軸ににめ込みス了一之ジ M4x10 

1木にて且定する

※ 別紙、 「ステーの取付方法」
を参照してください。

ステーネジ
M4 x 1 0 

1本

1 0-1 扉にヒンジと丸パッドを取り付
けます。

丸パット' 2個
取付寸法は、且立！1|員6を参黒。

tンシ9 4個―/ ＼-tンジ之ジ 8個 3. 5 X 1 4 

10-2 扉を取り付けます。

※ 同様に、右扉を右側板に
殿り付けます。

10-3 扉の調整。

前後の謂整

ヒンジの取り付け

こ:：ノ
ビンジの切り欠き部を

プレートの前部に引っ

かいる。

押す
.. @ 

；`。三カチッと音がして
固定終了です。

會戸戸
上下の試整


